
 

 

 
おひとりさま在宅死を支えるなどの先進事例から 

「ほこり、ぬくもり、安心のケアとは」  
 

講師略歴； 東京大学名誉教授、NPO 法人ウィメンズ・アクション・ネットワーク（WAN）理事長  

フェミニズムの先駆者、挑発にはのる、売られたケンカは買う、ノリかかった舟からはオリないなど、日本一ケンカの強い社会学者。専攻は家

族社会学、ジェンダー論、女性学ほか。 主な著書；「ケアの社会学」 「女ぎらい」 「おひとりさまの老後」「生き延びるための思想～ ジェン

ダー平等の罠」 「老いる準備 ～ 介護することされること」 「近代家族の成立と終焉」 「ナショナリズムとジェンダー」など多数。 

日時  2011.10.23（日）13：30～15：30 

会場 旭川市障害者福祉センター「おぴった」2 階体育館 旭川市宮前通東（サイパル・合同庁舎隣接） 

※定員 200 名 ＜事前のお申込が必要です。下記までお申し込みください＞ 

  
  

 

平成 23年度 北海道福祉・介護人材確保緊急支援事業（潜在的有資格者等養成支援事業・高齢者等参画支援研修） 

福祉サービス指定事業所 Sun Room ぴあねっと 
児童デイサービス・短期入所・居宅介護・訪問介護、移動支援・日中一時支援・旅行支援事業ほか 

＜お申込は、要事前予約・電話不可＞ ①氏名 ②住所 ③年代 ④電話番号 ⑤福祉・医療系の資格名、 

ボランティア経験の有無を記入し、Fax またはメールかハガキにて、下記までお申し込み下さい。 

〒078-8330 旭川市宮下通 23丁目 6-157 Fax 0166-32-3928 メール info@tabitopeer.org 

 

 『「依存的な存在」をめぐるありとあらゆる社会的な課題は、高齢者だけでなく、女性、子ど

も、障害者、病弱などを横断してケアの課題のもとに合流しようとしている。ケアの思想と実践

とは、超高齢社会を生きるすべての人々にとって必須の課題なのである。』 

（ケアの社会学～当事者主権の福祉社会へ／太田出版より） 

 本講演会は、講師自らのフィールドワークをもとに、超高齢社会
を地域で支えるしかけやしくみづくりなど、各地での取り組みを

紹介していただき、学びの場にとどまらず、失業等の有資格者・

主婦・団塊の世代の地域福祉への参画を促すものです。 

＜主催／連絡先＞ NPO 法人 旅とぴあ北海道  ℡ 0166-32-3910 

 

講師 上野 千鶴子 氏 

 

撮影：岡戸雅樹氏 


